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 記録的に早い時期に梅雨が開け、高温多湿な状況が続くことが想定され、熱中症の危険性が

増しています。そこで、子供の「安全第一・命を守る」といった観点から、 『三島市学校にお

ける熱中症対策ガイドライン(令和3年6月)』に沿って、以下のように対策を講じていきます。

特に、体育･水泳･外遊び等の判断基準として、環境省から示されている「暑さ指数(WBGT）」

を参考に判断していきます。御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

暑さ指数について 

暑さ指数（WBGT値＝湿球黒球温度：Wet-Bulb Globe Temperature）は、気温・湿度・風

速・輻射熱※1を総合的に考慮した数値（単位は、度＝℃）で、むし暑さをわかりやすく表し

た指標です。気温が25℃でも湿度が高いと暑さ指数(WBGT)は28℃ということもあります。  

※1 輻射熱とは、太陽熱を受けて熱くなった壁や床、地面などからから放射される熱。 

南小学校の「熱中症」対策について 

環境省の熱中症予防指数（暑さ指数
WBGT）の解説では、「指数が 28 を超える
と熱中症発症数が急に増える」とし、暑さ指
数 28以上が特に危ないとしています。 
暑さ指数しだいで体育(水泳)や外遊び等

ができなくなるなど、活動内容が変動してい
くことに関して御理解いただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。 



子供が大人より熱中症にかかりやすい原因  

・体温調節機能がまだ発達していないこと。  

・新陳代謝が盛んで汗をかきやすく水分が失われやすいこと 

 

どうしてプールで熱中症にかかるの？ 

・熱中症は体が熱くなることで発症するのではなく、「体温調節」ができなくなった時に体に

熱がこもってしまうことで発症します。  

・水の中にいると自覚がないだけで、プールで遊んだり泳いだりしている時，実はたくさんの

汗をかいています。体はプールの中で暑さを感じにくいですが、発汗により水分はどんどん

失われていて、いつのまにか脱水を起こしていることがプールでの熱中症の原因です。  

・外気温に加えて水温も高くなると、体の熱が逃げにくくなり、熱中症を発症する可能性が高

くなります。 

※水温が中性水温（33℃～34℃）より高い場合は、水中でじっとしていても体温が上がるため、

危険度が増します。（中性水温：水中で安静状態のヒトの体温が上がりも下がりもしない水温） 

 

熱中症とはこんな病気です～熱中症で起こるこんな障害～ 
※熱中症とは、暑さの中で起こる障害の総称です。大きく次の4つに分けることができます。 

【参考】環境省熱中症予防情報サイト 暑さ指数(WBGT)について学ぼう (env.go.jp) 

20220616_leaflet_orange.pdf (env.go.jp) 熱中症予防×コロナ感染防止(環境省) 

熱中症を防ごう - JSPO (japan-sports.or.jp) 啓発動画(日本スポーツ協会) 

WBGT測定の様子 

https://www.wbgt.env.go.jp/wbgt_lp.php
https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/pr/20220616_leaflet_orange.pdf
https://www.japan-sports.or.jp/medicine/heatstroke/tabid523.html

